





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































材料　ロット番号　　色調 融点 成分 成分分析 触媒　　大きさ その他
PGA　KED8BO67
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MIFR（240，10）＝5．95ベージ・Tm・・92・・℃・99…1・・ぺ…と合致く1lm三1芸MFR・24・・・・・…95
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MFR（250，10）＝9．90（g／10　min）
PLLA　KAA8D327　　白　　Tm＝226．9℃＞99．5％IRスペクトルと合致く10ppm＜32　mesh
　（Pb）　（0．5　mm2）
Mw＝250，000
Mw　Mn＝1，52
BMG　lnc。
図1
〔学位論文要旨〕松本歯学36：272～273，2010
摂食・嚥下障害者のリハビリテー・一・ションにおける
体位効果とそのメカニズム
脇本仁奈
松本歯科大学　大学院歯学独立研究科　健康増進ロ腔科学講座
Effective　head　rotation　angles　in　the　postural　compensation　techniques
　　　　　　　　　for　individuals　with　dysphagia
NiNA　WA［KIMOTO
Depαrtment　OfOrα1正lealth　Promotion，　Grαduate　School　OfOrα1　Medieine，
　　　　　　　　　Matsumoto　DentαZ　University
【目的】
　頸部回旋法は，頭を麻痺側に回旋して嚥下する
ことで，嚥下後の咽頭残留を軽減させる摂食・嚥
下代償法の一つである1『3）．しかし，極限まで頸
部を回旋した状態で長時間食事をとるという姿勢
は，身体へ負担がかかる．そこで，頸部回旋によ
る効果を残したまま，できる限り摂食しやすい姿
勢が望まれる．今回われわれは，若年健常者にお
いて，ビデオ嚥下造影（Videofluorography，以降
VFと略す）を用いて，頸部回旋法の有効な角度
を検討した．さらに，嚥下内視鏡検査（videoen－
doscopic　evaluation　of　swallowing，以降VEと
略す）にて，咀噌から嚥下前までに頸部回旋が，
咽頭形態に与える影響と咽頭部での食塊通過路と
の関連について検討した．
【対象と方法】
　研究1では，健常若年成人30名を対象にypを
行った．頸部回旋角度を正面位と左右各々15度，
30度，45度および最大回旋位の計9角度に設定し
た．被験者が3mlの液体バリウム液を嚥下する
ところを諏正面像にて撮影，記録した．デジタ
ル化されたVF映像上で下咽頭での回旋側のバリ
ウム液通過の有無を同定した．各頸部回旋角度
で，回旋側下咽頭をバリウム液が通過した人の割
合を比較検討した．
　研究Hでは，健常若年成人22名を対象にVEを
行った．頸部回旋角度を正面位と左右各々30度お
よび最大回旋位の計5角度に設定した．各頸部回
旋角度における喉頭蓋と咽頭側壁の接触状態およ
びバリウム液5mlとコンビーフ4gを同時に咀
噌・嚥下させ，咽頭部での食塊通過動態を内視鏡
にて撮影しDVDに記録した．デジタル化された
VE映像上で，喉頭蓋と咽頭側壁の接触状態の有
無を観察した．さらに，咽頭部を3部位にわけ食
塊通過経路を比較検討し，喉頭蓋と咽頭側壁の接
触と食塊通過経路との関係を検討した．
【結果】
　研究1では，正面位で，全例において両側をバ
リウム液が通過していたが，頸部回旋角度が増す
と，回旋側通過の割合が減少した．30度頸部回旋
でのバリウム液の回旋側下咽頭通過を認めた被験
者数は，右側回旋7名（7名／30名，23％），左側
回旋12名（12名／30名，40％）と有意な減少を認
めた（p〈0．01）．最大まで頸部を回旋すると，
右側回旋1名（1名／30名，3％），左側回旋4名
（4名／30名，13％）のみに，バリウム液の回旋
側の通過を認めた．
　研究IIでの，各頸部回旋角度における食塊通過
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側では，舌後方部，喉頭蓋谷部および喉頭蓋基部
の全ての食塊通過経路において，正面と比較して
左右30度および左右最大回旋での通過の割合は，
統計学的有意差を認めなかった．喉頭蓋と咽頭側
壁の接触の有無では，頸部回旋の角度変化によ
り，喉頭蓋と咽頭側壁の接触の割合が有意に増加
した．正面位と比較して，左最大回旋位の6名
（6名／10名，60％）の者でのみ統計学的有意差
を認めた．喉頭蓋と咽頭側壁の接触の有無と喉頭
蓋基部における回旋側通過の有無では，左最大回
旋時のみ統計学的に有意な変化が認められた．
【考察】
　今回の検討より，研究1では，頸部回旋30度か
ら，バリウム液は回旋側と反対側を通過してい
た．さらに，研究Hでは，喉頭蓋基部で回旋側の
反対側を食塊通過する傾向を認めた．これは，喉
頭蓋と咽頭側壁が接触するという解剖学的要因に
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より食塊の貯留を防ぐ一一ee序を担っている可能性
が示唆された．摂食・嚥下障害者への姿勢代償法
は，安全性が十分保証された上で，無理のない摂
食姿勢が望ましい．臨床において，その点を考慮
すると頸部回旋法を適用する際には，30度程度の
回旋からその有効性を確認する価値があることが
示唆された．
【参考文献】
1）Logemalln　JA（1998）Evaluation　and　trea七一
　　ment　of　swallowing　disorders．　2　nd　ed，　Pro－Ed，
　　Austin　Texas．
2）才藤栄一，向井美恵（2007）摂食・嚥下リハビ
　　リテーション．第2版ed，106－7，医歯薬出版，
　　東京．
3）Logemam　JA，Kahrilas　PJ，　Kobara　M　and　Va－
　　kil　NB（1989）The　benefit　of　head　rotation　on
　　pharyngoesophageal　dysphagia．　Arch　Phys
　　Med　Rehabil　70：767－71．
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歯髄細胞を用いた硬組織再生の試み一マウス培養歯髄細胞の特性解析一
萩原　貴寛
松本歯科大学　大学院歯学独立研究科　硬組織疾患制御再建学講座
Regeneration　of　calcified　tissue　using　mouse　dental　pulp　cells
TAKAHiRo　HAGIHARA
Deραrtment　OfHαra　Ti88ue　Reseαrch，　Grαduate　School　ofOra〃佐鋤鹿
　　　　　　　　　Mα彦s醐oZo　De励α1σ励ers鋤
【目的】
　歯髄細胞は多分化能を有し，さらに脱落乳歯や
智歯及び歯科矯正治療における便宜抜去歯などか
ら容易に採取可能であるため，再生医学において
有望な材料である．そこで，本研究においては歯
髄細胞を用いた再生医療の実現を最終目標とし，
マウスを実験材料に選択し，（1）歯髄細胞の培養
条件の至適化，（2）培養歯髄細胞の特性の分子生
物学的解析，及び（3）歯髄細胞の生体移植による
硬組織形成能の検討を行った．
【材料と方法】
（1）正常マウス（8週齢）門歯より歯髄を採取
　し，コラゲナーゼ処理後に10％ウシ胎仔血清α
　一MEM培地にて培養を行った．その際，6．0×
　102cells／well，6．0×103cells／well，6．0×104
　cells／well，（いずれも96－well　plate）の3条件
　で播種した．対照として骨芽細胞についても同
　様の条件で培養を行った．培養1週，2週，3
　週間後にそれぞれアルカリホスファターゼ
　（ALP）染色に供し，さらにALP活性の測定
　も行った．
（2）高密度の培養歯髄細胞における骨芽細胞マー
　カー（オステオカルシン，1型コラーゲン），
　象牙芽細胞マーカー［象牙質マトリックスプロ
　テイン1（DMP－1），象牙質シアロホスホプロ
　テイン（DSPP）］遺伝子の発現レベルについ
　て解析した．
（3）Genechip解析により培養歯髄細胞，骨芽細
　胞，骨髄間葉細胞の網羅的なmRNA発現プロ
　ファイルを作製した．
（4）歯髄細胞の石灰化能について，骨芽細胞と比
較，検討した．
（5）長期間（1ヵ月）培養歯髄細胞をゼルフォー
　ム［滅菌吸収性ゼラチンスポンジ；【株】ファ
　イザー（東京）］に浸漬し，免疫不全マウス
　（NOD／SCID，　IL2RγKO，　NOGマウス）筋
膜下に埋入した．3週間後および2ヵ月後，組織
　を回収した．これをソフロン（超軟X線発生
　装置，【株】ソフロン（東京））で撮影した後，
脱灰切片を作製し，ALPおよび酒石酸抵抗性
酸ホスファターゼ（TRAP）染色を行い，硬組
織形成能について解析した．
【結果と考察】
（1）歯髄細胞の生存およびALP活性は細胞密度
　に強く依存し，高密度培養においてのみ，これ
　らが維持された．高密度培養歯髄細胞は骨芽細
　胞の約60倍のALP活性を示した．一方，骨芽
細胞の増殖およびALP活性は全く細胞密度の
影響を受けなかった．
（2）高密度培養歯髄細胞は，骨芽細胞と比較し
　て，DMP－1及び，ペリオスチンのmRNAの
著しく強い発現が認められた．しかし，培養歯
髄細胞は新鮮歯髄組織と異なり，DSPP　mRNA
の発現が認められなかった．
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（3）培養歯髄細胞は骨芽細胞に比べCa2＋，リン
酸濃度調節因子群の発現が著しく高く，ヒドロ
キシアパタイト形成に有利な細胞であることが
示唆された．
（4）骨芽細胞の石灰化はBMPに依存していた
が，歯髄細胞はBMP非依存的に石灰化が認め
　られた．
（5）軟X線撮影によリ3週間後の歯髄細胞移植
　部位に硬組織様の不透過像が認められた．移植
片にはTRAP及びALP強陽性の細胞が認めら
れ，硬組織が形成されたことが分かった．2ヵ
　月後の移植片には造血機能を伴った完全な骨が
形成された可能性が示された．マウス歯髄細胞
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　の生存は細胞密度に強く依存し，高密度培養に
　おいてのみ生存が維持された．また，高密度培
　養条件下において培養した歯髄細胞は培養期間
　を通して高いALP活性を示し，マウス頭蓋骨
　から採取した骨芽細胞の約60倍のALP活性を
　示した．一方，骨芽細胞の増殖およびALP活
　性は細胞密度の影響を全く受けなかった．
　以上のマウスを用いたin　vitroおよび仇励o
の実験結果より，歯髄細胞は強い石灰化能を有す
る特徴的な細胞であり，硬組織再生療法に臨床応
用できる可能性を秘めた将来有望な細胞群である
ことが示唆された．
〔学位論文要旨〕松本歯学36：276～277，2010
　　　空気曝露によるP．　gingivαlis　SODの発現量の変化：
サンドイッチ型酵素免疫測定法（EHSA法）の確立とその応用
小町谷美帆
松本歯科大学　歯科補綴学第1講座
Development　and　validation　of　a　sandwich　ELISA　for　the　quantification　of
　　　　　　　　　　SOD　f士om　aerated　P．　gingivαlis．
MIHo　KOMACHIYA
Deραrtment　OfRemoひαbl¢ProsthodontiCS，　Mαtsumoto．Dentα1　University
【目的】
　スーパーオキシドジスムターゼ（SOD）は，
酸化ストレスから生体を保護するために生物の生
存にとって不可欠の酵素である．偏性嫌気性菌で
も例外ではなく，歯周ポケットのような高度に嫌
気的な部位に棲息する歯周病原菌Porphy－
romonαs　gingivαlisでさえもSODを獲得してい
る1－3）．
　細菌のSODは，その活性依存の金属によって
鉄を含む酵素（Fe－SOD）とマンガンを含む酵素
（Mn－SOD）に分けられるが，　P．　gingivαlis
SOD（P．　g．　SOD）は金属酵素としては例外的に
いずれの金属でも活性を示す特徴を有する．
Amano，　Aら1）は，嫌気下で培養したP．　giugivαlis
はFe－SODを合成しているのに対し，これを通
気下で増殖し続けるとMn－SODに変換している
ことを見出した．この原因について，筆者は生育
環境の酸化還元電位の変化に応じてP．　g．SODは
利用する金属種を置換すると考えた．この仮説を
立証するために，P．　g．　SODの定量的酵素免疫測
定法（EI．ISA法）を開発し，空気曝露に対する
SODタンパク質の発現量の変動を経時的に定量
した．SODの酵素活性の変動も併せて測定し
た．
【方法】
（1）抗SODウサギ抗体を作製し，一抗体固層法
　によるサンドイッチ型EHSA法を開発した．
（2）P．　gingivαlis　ATCC　33277を通法に従って嫌
気培養器で対数増殖期まで培養した．培養終了
時を曝露0分の菌体とし，培地を室内の振とう
器で30，60，90，120，240，360分間空気に曝
露させた．菌体の超音波処理後の遠心上澄を試
料とした．
（3）試料中のSODタンパク質量を開発した
EHSA法で定量した．併せてSOD酵素活性
　の測定を行い比較した．
【結果と考察】
（1）1pmol～0．5nmolのP．　g．　SODの測定が可
　能であるELISA法を確立した．
（2）SODの酵素活性の測定においては「見掛け
　上の高い活性」が観察され，確立したELISA
　法は菌体の粗抽出液中におけるSOD量の測定
　に優れていることが示唆された．
（3）SODの発現量は空気曝露直後から上昇し，
　空気曝露60分で曝露前の量（0分値）の5倍に
　なった．また，空気曝露60分におけるSOD量
　は全タンパク質の2．7％を占めていた．
（4）空気曝露90分後のSOD量は，曝露前の量の
　60％にまで低下した．その後，SOD量は漸次
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　上昇し，空気曝露360分後（6時間後）には曝
　露前の量の1．5倍に増加した．
【結論】
　P．　gingivαlisの抗酸化機構に関する従来の報
告は，長時間空気に曝露した結果のみが示されて
いるため，短時間の空気暴露におけるP．　g．SOD
の動態は不明であった．筆者は，ELISA法を開
発し，短時間の空気曝露に対するSOD発現量変
化を観察した．この結果，P．　gingivαlisは短時
間の空気暴露に対して大量のSODを発現し，ま
た，直後に大幅な減少を示した．これは本報告が
初めてとなる．ζの変動は，P．　gingivαlisの抗
酸化機構を解明する上で新たな示唆を与えると考
える．
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臼歯部咬合支持が減少した患者における
主機能部位と咀噌能力に関する研究
中塚　佑介
松本歯科大学　総合歯科医学研究所　顎口腔機能制御学部門
Location　of　main　occluding　areas　and　masticatory　ability　in　patients
　　　　　　　　　with　reduced　occlusal　support
YusuKE　NAKATSUKA
lnstitute∫fbr　Orα1　Science，　Division　of　Orα1　＆　Mαxill・faciα1　Biology，
　　　　　　　　Mαtsumoto　Dentα1　Universitor
【目的】
　硬い食品の咀噌時には，歯列上に存在する主機
能部位と呼ばれる特定の歯が中心となって粉砕が
行われ，この部位は，最も緊密な咬合関係を示し
最大咬合力の発揮される第一大臼歯に一致してい
ることが多いとされている．しかし，臼歯部の咬
合が崩壊し咬合支持が減少した場合に，欠損部位
をたとえ有床義歯を用いて補綴治療を行ったとし
ても，はたして新たなロ腔内環境において主機能
部位がもとのように第一大臼歯部に位置するの
か，あるいは残存歯に影響を受けることで，別の
部位に位置するのかについては，いまだ不明な部
分が多く残されている．そこで本研究では，咬合
支持の減少を可撤性有床義歯で補綴処置した場合
に，主機能部位がどこに位置するのかについて，
さらに主機能部位と咀噌能力との関係について明
らかにすることを目的とした．
【方法】
　被験者は松本歯科大学補綴科に来院した患者の
中から，Eichner分類A1に属し欠損部位がない
者，およびEichner分類B1～B　4，　C　1～C　3
に属する者の中で欠損部位が可撤性有床義歯によ
り補綴されている者の計102名を選択した．
　主機能部位の判定は加藤らの方法に準じて行っ
た．長さ4mmのストッピング片を試験試料と
して被験者の舌上に乗せ，咀噌時を想定させなが
ら噛みやすい任意の部位で1回の噛みしめを行わ
せた後，歯列上におけるストッピングの位置を
もって主機能部位と判定した．可撤性有床義歯を
使用している被験者では義歯を装着した状態で試
験を行った．また，主機能部位をもとに被験者を
2群に分類した．主機能部位が小臼歯部に位置し
ているものをPM群，大臼歯部に位置している
ものをM群とした．得られた結果より，Eichner
分類のコードと主機能部位との関連性について分
析を行った．
　また，各被験者に対して主観的評価に基づく咀
噌能力に関するアンケート調査を行い，主機能部
位との関連性について分析を行った．このアン
ケートは，豆腐などの噛みやすいものからりんご
の丸かじりなどの噛みにくいものまで20種類の食
品について，咀噌することが可能か否かを質問
し，得られた回答を点数化したものである．
【結果と考察】
　Eichner分類A1では主機能部位の多くが第一
大臼歯部に認められたが，Eichner分類B群，　C
群と咬合支持数が減少するのに伴い，主機能部位
は前方歯である小臼歯群に位置する傾向が認めら
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れた．この傾向はEichner分類C1で特に顕著
であった．Eichner分類コードと主機能部位との
間には統計学的に関連性が認められた（Chi
square　test；p＜0．05）．
　咀噛能力評価はEichnerA　1がB1からC3に
比べて非常に高い値を示し，咀噌能力評価と
Eichner分類の間には統計学的に関連性が認めら
れた．（one－factor　ANOVA；p〈0．01）．また，
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主機能部位の違いによる咀噌能力評価を比べると
PM群に位置している場合の方が，　M群の場合
よりも低いスコアを示す傾向にあり，両群間に有
意差が認められた（Student　t－test；p＜0．05）．
　以上より，主機能部位は残存歯の影響を受ける
ことで位置が異なる可能性があること．さらに，
主機能部位の位置と咀噌能力評価のスコアとは密
接に関連していることが判明した。
